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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の標的領域を備えている標的体積における標的組織を治療するためのシステムであ
って、前記システムは、
　２つ以上の周波数を有する超音波を伝送するための超音波トランスデューサと、
　コントローラと
　を備え、
　前記コントローラは、
　（ａ）第１の周波数を有する第１の一連の超音波を標的領域のうちの第１のものに伝送
することを前記超音波トランスデューサに行わせることと、
　（ｂ）前記標的領域のうちの前記第１のものと第２のものとの間の少なくとも１つの異
なる解剖学的特性に基づいて、前記第１の周波数と異なる第２の周波数を有する第２の一
連の超音波を前記標的領域のうちの前記第１のものと異なる前記標的領域のうちの前記第
２のものに伝送することを前記超音波トランスデューサに行わせることと
　を行うように構成されている、システム。
【請求項２】
　前記第１の周波数は、前記第２の周波数より高く、前記少なくとも１つの解剖学的特性
は、相対的場所であり、前記第１の標的領域の場所は、前記第２の標的領域のそれより短
い前記トランスデューサの焦点深度に対応する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記第１の周波数は、前記第２の周波数より高く、前記少なくとも１つの解剖学的特性
は、血管新生であり、前記第１の標的領域は、前記第２の標的領域より高い血管分布を有
する、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記標的領域および／または非標的領域のうちの少なくとも１つに関連付けられた前記
少なくとも１つの解剖学的特性を測定するための監視システムをさらに備えている、請求
項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの解剖学的特性は、組織のタイプ、サイズ、場所、属性、構造、厚
さ、密度、または血管新生のうちの１つ以上を含む、請求項４に記載のシステム。
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【請求項６】
　治療計画を記憶するためのメモリをさらに備え、前記治療計画は、少なくとも部分的に
前記少なくとも１つの解剖学的特性に基づいて、前記第１の一連の超音波および第２の一
連の超音波を伝送するための前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記少なくと
も１つの解剖学的特性およびパラメータ値を規定する、請求項４に記載のシステム。
【請求項７】
　前記コントローラは、
　前記少なくとも１つの測定された解剖学的特性を前記治療計画において規定された前記
対応する少なくとも１つの解剖学的特性と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記パラメータ値
のうちの少なくとも１つを変動させることと
　を行うようにさらに構成されている、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記パラメータ値は、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記周波数、位相
、振幅、または超音波処理持続時間のうちの少なくとも１つを含む、請求項７に記載のシ
ステム。
【請求項９】
　前記コントローラは、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記周波数を前記
２つ以上の周波数の間で変動させるようにさらに構成されている、請求項８に記載のシス
テム。
【請求項１０】
　前記監視システムは、磁気共鳴撮像デバイスを備えている、請求項４に記載のシステム
。
【請求項１１】
　前記超音波トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントロー
ラは、前記トランスデューサ要素を複数のトランスデューサ群に群化するようにさらに構
成され、各群は、前記トランスデューサ要素のうちの少なくともいくつかを含み、各群は
、他の群と異なる、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記トランスデューサ群のうちの少なくとも１つの前記トランスデューサ要素は、連続
したエリアにわたって延びている、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記コントローラは、前記第１の周波数を有する前記第１の一連の超音波を伝送するこ
とを前記トランスデューサ群のうちの第１のものに行わせることと、前記第２の周波数を
有する前記第２の一連の超音波を伝送することを前記トランスデューサ群のうちの前記第
１のものと異なる第２のものに行わせることとを行うようにさらに構成されている、請求
項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものおよび前記第２のものの各々における
前記トランスデューサ要素は、別々のエリアを形成している、請求項１３に記載のシステ
ム。
【請求項１５】
　前記第１および第２のトランスデューサ群における前記別々のエリアのうちの少なくと
もいくつかは、散在させられている、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が異なるトランスデューサ要素から実質的に同時に伝
送されるようにするようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
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前記第１および第２の一連の超音波が異なるトランスデューサ要素から順次伝送されるよ
うにするようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が異なるトランスデューサ要素から周期的に伝送され
るようにするようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が同じトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送
されるようにするようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が同じトランスデューサ要素から順次伝送されるよう
にするようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記コントローラは、標的治療のための所定のレベルより大きいエネルギーレベルを有
する前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波を伝送することを前記超音波トラ
ンスデューサに行わせるようにさらに構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの解剖学的特性は、組織音響パラメータと、前記第１の一連の超音
波および第２の一連の超音波から結果として生じる前記組織音響パラメータの変化とを含
む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記組織音響パラメータは、組織吸収または組織インピーダンスのうちの少なくとも１
つを含む、請求項２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　標的領域における標的組織を治療するためのシステムであって、前記システムは、
　複数の周波数を有する超音波を伝送するための超音波トランスデューサと、
　コントローラと
　を備え、
　前記コントローラは、
　（ａ）前記標的領域において超音波ビームの２つ以上の最大角度操向範囲を決定するこ
とと、
　（ｂ）前記２つ以上の最大角度操向範囲に関連付けられた前記超音波の２つ以上の周波
数を算出することと、
　（ｃ）前記算出された周波数のうちの第１のものを有する第１の超音波ビームを生成す
ることを前記超音波トランスデューサに行わせることと、
　（ｄ）前記算出された周波数のうちの前記第１のものと異なる前記算出された周波数の
うちの第２のものを有する第２の超音波ビームを生成することを前記超音波トランスデュ
ーサに行わせ、前記超音波ビームの前記最大角度操向範囲を変化させることと
　を行うように構成されている、システム。
【請求項２５】
　前記コントローラは、前記第１または第２の超音波ビームのうちの少なくとも１つを１
つの向き、２つの向き、または３つの向きに操向するようにさらに構成されている、請求
項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記標的領域に関連付けられた解剖学的特性を入手するための撮像システムをさらに備
え、前記コントローラは、少なくとも部分的に入手された解剖学的特性に基づいて、前記
最大角度操向範囲を決定するようにさらに構成される、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２７】
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　前記解剖学的特性は、組織のタイプ、サイズ、場所、属性、構造、厚さ、密度、または
血管新生のうちの１つ以上を含む、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記超音波トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントロー
ラは、前記トランスデューサ要素を複数のトランスデューサ群に群化するようにさらに構
成され、各群は、前記トランスデューサ要素のうちの少なくともいくつかを含み、各群は
、他の群と異なる、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記トランスデューサ群のうちの少なくとも１つの前記トランスデューサ要素は、連続
したエリアにわたって延びている、請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記コントローラは、前記トランスデューサ群のうちの第１のものに前記第１の超音波
ビームを伝送させ、前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものと異なる第２のもの
に前記第２の超音波ビームを伝送させるようにさらに構成されている、請求項２８に記載
のシステム。
【請求項３１】
　前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものおよび前記第２のものの各々における
前記トランスデューサ要素は、別々のエリアを形成している、請求項３０に記載のシステ
ム。
【請求項３２】
　前記第１および第２のトランスデューサ群における前記別々のエリアのうちの少なくと
もいくつかは、散在させられている、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から実質的に同時に伝
送されるようにするようにさらに構成されている、請求項２４に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から周期的に伝送され
るようにするようにさらに構成されている、請求項２４に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から順次伝送されるよ
うにするようにさらに構成されている、請求項２４に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが同じトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送
されるようにするようにさらに構成されている、請求項２４に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが同じトランスデューサ要素から順次伝送されるよう
にするようにさらに構成されている、請求項２４に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記コントローラは、標的治療のための所定のレベルより大きいエネルギーレベルを有
する前記第１および第２の超音波ビームを前記超音波トランスデューサに伝送させるよう
にさらに構成されている、請求項２４に記載のシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２３】
　本明細書で使用されるように、用語「実質的に」は、±１０％、いくつかの実施形態に
おいて、±５％を意味する。本明細書全体を通した「一例」、「ある例」、「一実施形態
」、または「ある実施形態」という言及は、例に関連して説明される特定の特徴、構造、
もしくは特性が、技術の少なくとも１つの例に含まれることを意味する。したがって、本
明細書内全体を通した種々の場所における語句「一例では」、「ある例では」、「一実施
形態」、または「ある実施形態」の表出は、必ずしも全て、同一の例を参照するわけでは
ない。また、用語「焦点深度」および「焦点距離」は、本明細書では同義的に使用される
。さらに、特定の特徴、構造、ルーチン、ステップ、または特性は、本技術の１つ以上の
例において任意の好適な様式で組み合わせられ得る。本明細書に提供される見出しは、便
宜のためにすぎず、請求される技術の範囲または趣意を限定もしくは解釈することを意図
されるものではない。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　複数の標的領域を備えている標的体積における標的組織を治療するためのシステムであ
って、前記システムは、
　２つ以上の周波数を有する超音波を伝送するための超音波トランスデューサと、
　コントローラと
　を備え、
　前記コントローラは、
　（ａ）第１の周波数を有する第１の一連の超音波を標的領域のうちの第１のものに伝送
することを前記超音波トランスデューサに行わせることと、
　（ｂ）前記標的領域のうちの前記第１のものと第２のものとの間の少なくとも１つの異
なる解剖学的特性に基づいて、前記第１の周波数と異なる第２の周波数を有する第２の一
連の超音波を前記標的領域のうちの前記第１のものと異なる前記標的領域のうちの前記第
２のものに伝送することを前記超音波トランスデューサに行わせることと
　を行うように構成されている、システム。
（項目２）
　前記第１の周波数は、前記第２の周波数より高く、前記少なくとも１つの解剖学的特性
は、相対的場所であり、前記第１の標的領域の場所は、前記第２の標的領域のそれより短
い前記トランスデューサの焦点深度に対応する、項目１に記載のシステム。
（項目３）
　前記第１の周波数は、前記第２の周波数より高く、前記少なくとも１つの解剖学的特性
は、血管新生であり、前記第１の標的領域は、前記第２の標的領域より高い血管分布を有
する、項目１に記載のシステム。
（項目４）
　前記標的領域および／または非標的領域のうちの少なくとも１つに関連付けられた前記
少なくとも１つの解剖学的特性を測定するための監視システムをさらに備えている、項目
１に記載のシステム。
（項目５）
　前記少なくとも１つの解剖学的特性は、組織のタイプ、サイズ、場所、属性、構造、厚
さ、密度、または血管新生のうちの１つ以上を含む、項目４に記載のシステム。
（項目６）
　治療計画を記憶するためのメモリをさらに備え、前記治療計画は、少なくとも部分的に
前記少なくとも１つの解剖学的特性に基づいて、前記第１の一連の超音波および第２の一
連の超音波を伝送するための前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記少なくと
も１つの解剖学的特性およびパラメータ値を規定する、項目４に記載のシステム。
（項目７）
　前記コントローラは、
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　前記少なくとも１つの測定された解剖学的特性を前記治療計画において規定された前記
対応する少なくとも１つの解剖学的特性と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記パラメータ値
のうちの少なくとも１つを変動させることと
　を行うようにさらに構成されている、項目６に記載のシステム。
（項目８）
　前記パラメータ値は、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記周波数、位相
、振幅、または超音波処理持続時間のうちの少なくとも１つを含む、項目７に記載のシス
テム。
（項目９）
　前記コントローラは、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記周波数を前記
２つ以上の周波数の間で変動させるようにさらに構成されている、項目８に記載のシステ
ム。
（項目１０）
　前記監視システムは、磁気共鳴撮像デバイスを備えている、項目４に記載のシステム。
（項目１１）
　前記超音波トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントロー
ラは、前記トランスデューサ要素を複数のトランスデューサ群に群化するようにさらに構
成され、各群は、前記トランスデューサ要素のうちの少なくともいくつかを含み、各群は
、他の群と異なる、項目１に記載のシステム。
（項目１２）
　前記トランスデューサ群のうちの少なくとも１つの前記トランスデューサ要素は、連続
したエリアにわたって延びている、項目１１に記載のシステム。
（項目１３）
　前記コントローラは、前記第１の周波数を有する前記第１の一連の超音波を伝送するこ
とを前記トランスデューサ群のうちの第１のものに行わせることと、前記第２の周波数を
有する前記第２の一連の超音波を伝送することを前記トランスデューサ群のうちの前記第
１のものと異なる第２のものに行わせることとを行うようにさらに構成されている、項目
１１に記載のシステム。
（項目１４）
　前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものおよび前記第２のものの各々における
前記トランスデューサ要素は、別々のエリアを形成している、項目１３に記載のシステム
。
（項目１５）
　前記第１および第２のトランスデューサ群における前記別々のエリアのうちの少なくと
もいくつかは、散在させられている、項目１４に記載のシステム。
（項目１６）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が異なるトランスデューサ要素から実質的に同時に伝
送されるようにするようにさらに構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目１７）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が異なるトランスデューサ要素から順次伝送されるよ
うにするようにさらに構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目１８）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が異なるトランスデューサ要素から周期的に伝送され
るようにするようにさらに構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目１９）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
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前記第１および第２の一連の超音波が同じトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送
されるようにするようにさらに構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目２０）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の一連の超音波が同じトランスデューサ要素から順次伝送されるよう
にするようにさらに構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目２１）
　前記コントローラは、標的治療のための所定のレベルより大きいエネルギーレベルを有
する前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波を伝送することを前記超音波トラ
ンスデューサに行わせるようにさらに構成されている、項目１に記載のシステム。
（項目２２）
　前記少なくとも１つの解剖学的特性は、組織音響パラメータと、前記第１の一連の超音
波および第２の一連の超音波から結果として生じる前記組織音響パラメータの変化とを含
む、項目１に記載のシステム。
（項目２３）
　前記組織音響パラメータは、組織吸収または組織インピーダンスのうちの少なくとも１
つを含む、項目２２に記載のシステム。
（項目２４）
　複数の標的領域を備えている標的体積における標的組織を治療する方法であって、前記
方法は、
　（ａ）第１の周波数を有する第１の一連の超音波が標的領域のうちの第１のものに伝送
されるようにすることと、
　（ｂ）前記標的領域のうちの前記第１のものと第２のものとの間で異なる少なくとも１
つの解剖学的特性に基づいて、前記第１の周波数と異なる第２の周波数を有する第２の一
連の超音波が前記標的領域のうちの前記第１のものと異なる前記標的領域のうちの前記第
２のものに伝送されるようにすることと
　を含む、方法。
（項目２５）
　前記第１の周波数は、前記第２の周波数より高く、前記少なくとも１つの解剖学的特性
は、相対的場所であり、前記第１の標的領域の場所は、前記第２の標的領域のそれより短
い前記トランスデューサの焦点深度に対応する、項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　前記第１の周波数は、前記第２の周波数より高く、前記少なくとも１つの解剖学的特性
は、血管新生であり、前記第１の標的領域は、前記第２の標的領域より高い血管分布を有
する、項目２４に記載の方法。
（項目２７）
　前記標的領域および／または非標的領域のうちの少なくとも１つに関連付けられた前記
少なくとも１つの解剖学的特性を測定することをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目２８）
　前記少なくとも１つの解剖学的特性は、組織のタイプ、サイズ、場所、属性、構造、厚
さ、密度、または血管新生のうちの１つ以上を含む、項目２７に記載の方法。
（項目２９）
　治療計画を記憶することをさらに含み、前記治療計画は、少なくとも部分的に前記少な
くとも１つの解剖学的特性に基づいて、前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音
波を伝送するための前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記少なくとも１つの
解剖学的特性およびパラメータ値を規定する、項目２７に記載の方法。
（項目３０）
　前記少なくとも１つの測定された解剖学的特性を前記治療計画の中で規定された前記対
応する少なくとも１つの解剖学的特性と比較することと、
　前記比較に基づいて、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記パラメータ値
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のうちの少なくとも１つを変動させることと
　をさらに含む、項目２９に記載の方法。
（項目３１）
　前記パラメータ値は、前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記周波数、位相
、振幅、または超音波処理持続時間のうちの少なくとも１つを含む、項目３０に記載の方
法。
（項目３２）
　前記超音波トランスデューサに関連付けられた前記周波数を前記２つ以上の周波数の間
で変動させることをさらに含む、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波は、複数のトランスデューサ要素を
備えている超音波トランスデューサから伝送され、前記方法は、前記トランスデューサ要
素を複数のトランスデューサ群に群化することをさらに含み、各群は、前記トランスデュ
ーサ要素のうちの少なくともいくつかを含み、各群は、他の群と異なる、項目２４に記載
の方法。
（項目３４）
　前記トランスデューサ群のうちの少なくとも１つの前記トランスデューサ要素は、連続
したエリアにわたって延びている、項目３３に記載の方法。
（項目３５）
　前記第１の周波数を有する前記第１の一連の超音波は、前記トランスデューサ群のうち
の第１のものから伝送され、前記第２の周波数を有する前記第２の一連の超音波は、前記
トランスデューサ群のうちの前記第１のものと異なる第２のものから伝送される、項目３
３に記載の方法。
（項目３６）
　前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものおよび前記第２のものの各々における
前記トランスデューサ要素は、別々のエリアを形成する、項目３５に記載の方法。
（項目３７）
　前記第１および第２のトランスデューサ群における前記別々のエリアのうちの少なくと
もいくつかは、散在させられる、項目３６に記載の方法。
（項目３８）
　前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波は、複数のトランスデューサ要素を
備えている超音波トランスデューサから伝送され、前記方法は、前記第１の一連の超音波
と第２の一連の超音波とが異なるトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送されるよ
うにすることをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目３９）
　前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波は、複数のトランスデューサ要素を
備えている超音波トランスデューサから伝送され、前記方法は、前記第１の一連の超音波
と第２の一連の超音波とが異なるトランスデューサ要素から順次伝送されるようにするこ
とをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目４０）
　前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波は、複数のトランスデューサ要素を
備えている超音波トランスデューサから伝送され、前記方法は、前記第１の一連の超音波
と第２の一連の超音波とが異なるトランスデューサ要素から周期的に伝送されるようにす
ることをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目４１）
　前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波は、複数のトランスデューサ要素を
備えている超音波トランスデューサから伝送され、前記方法は、前記第１の一連の超音波
と第２の一連の超音波とが同じトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送されるよう
にすることをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目４２）
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　前記第１の一連の超音波および第２の一連の超音波は、複数のトランスデューサ要素を
備えている超音波トランスデューサから伝送され、前記方法は、前記第１の一連の超音波
と第２の一連の超音波とが同じトランスデューサ要素から順次伝送されるようにすること
をさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目４３）
　前記方法は、標的治療のための所定のレベルより大きいエネルギーレベルを有する前記
第１の一連の超音波および第２の一連の超音波を伝送することを前記超音波トランスデュ
ーサに行わせることをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目４４）
　前記少なくとも１つの解剖学的特性は、組織音響パラメータと、前記第１の一連の超音
波および第２の一連の超音波から結果として生じる前記組織音響パラメータの変化とを含
む、項目２４に記載の方法。
（項目４５）
　前記組織音響パラメータは、組織吸収または組織インピーダンスのうちの少なくとも１
つを含む、項目４４に記載の方法。
（項目４６）
　標的領域における標的組織を治療するためのシステムであって、前記システムは、
　複数の周波数を有する超音波を伝送するための超音波トランスデューサと、
　コントローラと
　を備え、
　前記コントローラは、
　（ａ）前記標的領域において超音波ビームの２つ以上の最大角度操向範囲を決定するこ
とと、
　（ｂ）前記２つ以上の最大角度操向範囲に関連付けられた前記超音波の２つ以上の周波
数を算出することと、
　（ｃ）前記算出された周波数のうちの第１のものを有する第１の超音波ビームを生成す
ることを前記超音波トランスデューサに行わせることと、
　（ｄ）前記算出された周波数のうちの前記第１のものと異なる前記算出された周波数の
うちの第２のものを有する第２の超音波ビームを生成することを前記超音波トランスデュ
ーサに行わせ、前記超音波ビームの前記最大角度操向範囲を変化させることと
　を行うように構成されている、システム。
（項目４７）
　前記コントローラは、前記第１または第２の超音波ビームのうちの少なくとも１つを１
つの向き、２つの向き、または３つの向きに操向するようにさらに構成されている、項目
４６に記載のシステム。
（項目４８）
　前記標的領域に関連付けられた解剖学的特性を入手するための撮像システムをさらに備
え、前記コントローラは、少なくとも部分的に入手された解剖学的特性に基づいて、前記
最大角度操向範囲を決定するようにさらに構成される、項目４６に記載のシステム。
（項目４９）
　前記解剖学的特性は、組織のタイプ、サイズ、場所、属性、構造、厚さ、密度、または
血管新生のうちの１つ以上を含む、項目４８に記載のシステム。
（項目５０）
　前記超音波トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントロー
ラは、前記トランスデューサ要素を複数のトランスデューサ群に群化するようにさらに構
成され、各群は、前記トランスデューサ要素のうちの少なくともいくつかを含み、各群は
、他の群と異なる、項目４６に記載のシステム。
（項目５１）
　前記トランスデューサ群のうちの少なくとも１つの前記トランスデューサ要素は、連続
したエリアにわたって延びている、項目５０に記載のシステム。
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（項目５２）
　前記コントローラは、前記トランスデューサ群のうちの第１のものに前記第１の超音波
ビームを伝送させ、前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものと異なる第２のもの
に前記第２の超音波ビームを伝送させるようにさらに構成されている、項目５０に記載の
システム。
（項目５３）
　前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものおよび前記第２のものの各々における
前記トランスデューサ要素は、別々のエリアを形成している、項目５２に記載のシステム
。
（項目５４）
　前記第１および第２のトランスデューサ群における前記別々のエリアのうちの少なくと
もいくつかは、散在させられている、項目５３に記載のシステム。
（項目５５）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から実質的に同時に伝
送されるようにするようにさらに構成されている、項目４６に記載のシステム。
（項目５６）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から周期的に伝送され
るようにするようにさらに構成されている、項目４６に記載のシステム。
（項目５７）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から順次伝送されるよ
うにするようにさらに構成されている、項目４６に記載のシステム。
（項目５８）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが同じトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送
されるようにするようにさらに構成されている、項目４６に記載のシステム。
（項目５９）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記コントローラは、
前記第１および第２の超音波ビームが同じトランスデューサ要素から順次伝送されるよう
にするようにさらに構成されている、項目４６に記載のシステム。
（項目６０）
　前記コントローラは、標的治療のための所定のレベルより大きいエネルギーレベルを有
する前記第１および第２の超音波ビームを前記超音波トランスデューサに伝送させるよう
にさらに構成されている、項目４６に記載のシステム。
（項目６１）
　標的領域における標的組織を治療する方法であって、前記方法は、
　（ａ）前記標的領域において超音波ビームの２つ以上の最大角度操向範囲を決定するこ
とと、
　（ｂ）前記２つ以上の最大角度操向範囲に関連付けられた前記超音波の２つ以上の周波
数を算出することと、
　（ｃ）前記算出された周波数のうちの第１のものを有する第１の超音波ビームを超音波
トランスデューサに生成させることと、
　（ｄ）前記算出された周波数のうちの前記第１のものと異なる前記算出された周波数の
うちの第２のものを有する第２の超音波ビームを前記超音波トランスデューサに生成させ
、前記超音波ビームの前記最大角度操向範囲を変化させることと
　を含む、方法。
（項目６２）
　前記第１または第２の超音波ビームのうちの少なくとも１つを１つの向き、２つの向き
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、または３つの向きに操向することをさらに含む、項目６１に記載の方法。
（項目６３）
　前記標的領域に関連付けられた解剖学的特性を入手することをさらに含み、前記最大角
度操向範囲は、少なくとも部分的に入手された解剖学的特性に基づいて決定される、項目
６１に記載の方法。
（項目６４）
　前記解剖学的特性は、組織のタイプ、サイズ、場所、属性、構造、厚さ、密度、または
血管新生のうちの１つ以上を含む、項目６３に記載の方法。
（項目６５）
　前記超音波トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記方法は、前
記トランスデューサ要素を複数のトランスデューサ群に群化することをさらに含み、各群
は、前記トランスデューサ要素のうちの少なくともいくつかを含み、各群は、他の群と異
なる、項目６１に記載の方法。
（項目６６）
　前記トランスデューサ群のうちの少なくとも１つの前記トランスデューサ要素は、連続
したエリアにわたって延びている、項目６５に記載の方法。
（項目６７）
　前記トランスデューサ群のうちの第１のものに前記第１の超音波ビームを伝送させるこ
とと、前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものと異なる第２のものに前記第２の
超音波ビームを伝送させることとをさらに含む、項目６５に記載の方法。
（項目６８）
　前記トランスデューサ群のうちの前記第１のものおよび前記第２のものの各々における
前記トランスデューサ要素は、別々のエリアを形成する、項目６７に記載の方法。
（項目６９）
　前記第１および第２のトランスデューサ群における前記別々のエリアのうちの少なくと
もいくつかは、散在させられる、項目６８に記載の方法。
（項目７０）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記方法は、前記第１
および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送される
ようにすることをさらに含む、項目６１に記載の方法。
（項目７１）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記方法は、前記第１
および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から周期的に伝送されるように
することをさらに含む、項目６１に記載の方法。
（項目７２）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記方法は、前記第１
および第２の超音波ビームが異なるトランスデューサ要素から順次伝送されるようにする
ことをさらに含む、項目６１に記載の方法。
（項目７３）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記方法は、前記第１
および第２の超音波ビームが同じトランスデューサ要素から実質的に同時に伝送されるよ
うにすることをさらに含む、項目６１に記載の方法。
（項目７４）
　前記トランスデューサは、複数のトランスデューサ要素を備え、前記方法は、前記第１
および第２の超音波ビームが同じトランスデューサ要素から順次伝送されるようにするこ
とをさらに含む、項目６１に記載の方法。
（項目７５）
　標的治療のための所定のレベルより大きいエネルギーレベルを有する前記第１および第
２の超音波ビームを前記超音波トランスデューサに伝送させることをさらに含む、項目６
１に記載の方法。
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